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第 7 章においては従来割損しやすい B形車輪を対象にして，その改良を試み，第 6 章までの結果を
適用して新しい 2 種類の車輪形状を提案し，応力解析ならびに実験を行ない，車輪の強度上重要なレ
ールからの反力による最大応力については従来の車輪と同じであるが，プレーキによるリム内部の熱
応力はかなり低下することを示した。そしてそのうちの一つの車輪を実用化した。
第 8 章は本論文の結論で，本研究により得られた成果を総括した。
論文の審査結果の要旨
本論文は鉄道車両用の一体車輪の強度について研究したものである。従来の研究では，車輪形状を
簡単化して応力解析を行なってきたが，本論文では，ほとんど実際に近い形状に対して数値計算を行
ない，車輪の設計上有用な諸知見を得た。そのおもなものをあげると下記のとおりである。
(1)踏面プレーキによる車輪リム内部の熱応力が，車輪の割損に大きい影響を与えることを見いだし
た。
(2) 高速の車両用の車輪においては，遠心力による応力が無視できないことを確かめた。
(3) 車軸の圧入による応力と，車輪リム部の形状との関連性を明らかにした。
(4) レールから受ける反力による応力と車輪の形状および反力の作用位置との関連性を明らかにした。
以上のように，本論文は，車輪の強度設計上有用な資料を提供したもので，工学上ならびに工業上，
寄与するところが大きい。よって博士論文として価値あるものと認める。
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